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第３期ふじみ野市障がい者基本計画（案）に関する意見等の募集結果について 

 

■提出期間 

平成２９年２月１日 ～ 平成２９年３月２日 

 

■意見の募集結果 

提出者数 ３名  提出件数 ８件 

 

■意見提出方法の内訳 

郵便  ０件       ファクシミリ ０件   

電子メール １件     直接書面による提出 ２件 

 

■担当課 

障がい福祉課 

 

■意見の概要と市の考え方 

意見の概要 市の考え方（修正がある場合は修正内容） 修正 

３７ページ 施策№８ 

 意思疎通支援事業によって支援を

する障害の種類を高次脳機能障害な

どにも拡大し、さらに入院時にも、高

次脳機能障害の人などへのコミュニ

ケーション支援をする体制整備をし

ていくことを、具体的対象を列挙した

うえで記して下さい。 

 ３７ページの施策№８第２段落「また、

意思疎通支援を必要とする障がいのある

人に対して、自己選択、自己決定に基づい

た支援を推進します。」の「障がいのある

人」とは、５ページの計画の対象者のとこ

ろに記載のあるとおり、身体障がい、知的

障がい、精神障がい（発達障がい、高次脳

機能障がいを含む。）、難病その他の心身の

機能の障がいがある人で、障がい及び社会

的障壁により継続的に日常生活又は社会

生活に相当な制限を受ける状態にある人

を対象としています。 

なし 

４２ページ 施策№１７ 

高次脳機能障害の疑いのある人や

若年性認知症の疑いのある人につい

て、手帳の交付につながるような相談

を行うことも記して下さい。 

 また、埼玉県の事業、例えば高次脳

機能障害者地域相談支援(サポート)

４１ページの施策№１６「切れ目のない

相談支援体制が行える体制の確立」の中に

高次脳機能障がいをはじめとしたすべて

の障がいのある人が手帳の取得や必要な

サービスを受けられるような相談・支援な

どが含まれています。 

また、同施策第３段落の「保健・医療、

なし 
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意見の概要 市の考え方（修正がある場合は修正内容） 修正 

事業（高次脳機能障害者支援のため、

市町村や相談支援事業所等のカンフ

ァレンスや各種打ち合わせ等の場に

県総合リハビリテーションセンター

職員を派遣し、参加・助言をすること

により、身近な地域での高次脳機能障

害者とその家族に対する支援の充実

および支援機関の連携強化を図るこ

とを目的として、平成 28年度より新

規に開始した事業など）を活用するこ

となども記して下さい。 

教育、福祉、労働等の関係機関」に高次脳

機能障害者センター等との連携も含まれ

ております。 

４４ページ 施策№１８ 

 高次脳機能障害の人などが徘徊し

た時の早期発見と事故防止のため認

知症の場合と同様、高次脳機能障害の

人などを対象とした徘徊対策の施策

を盛り込んで下さい。 

 徘徊高齢者位置検索サービスや徘徊高

齢者早期発見ステッカー交付サービスな

どを行っている徘徊高齢者家族支援事業

について、介護保険第２号被保険者で高次

脳機能障がい等により認知症と同様に徘

徊のおそれがある者も「市長が必要と認め

た者」とし、対象とします。 

なし 

４４ページ 施策№１９ 

 「脳卒中（脳血管疾患）の後遺症で

高次脳機能障害となった介護保険第

２号被保険者への相談について、介護

保険サービスと障害福祉サービスの

切れ目のない相談支援体制の構築に

取り組みます。」といったことを施策

に付け加えて下さい。 

 また、施策名は「等」を入れて「高

齢障がい者等への支援体制の構築」と

して下さい。 

 介護保険第２号被保険者についても、介

護保険サービスと障害福祉サービスの切

れ目のない支援が必要と考えております

ので、次のとおり計画を修正します。 

 ４４ページ 施策№１９ 

■高齢障がい者等への支援体制の構築 

 高齢障がい者や介護保険第２号被保険

者が、障害福祉サービスや介護保険サービ

ス等を円滑に利用できるよう、関係課との

連携を強化し、障がいの特性やこれまでの

生活を考慮したサービス提供に向けた支

援に努めます。また、障害福祉サービスや

介護保険サービスを中心に、ボランティア

等のインフォーマルなサービスも活用す

るなど、地域生活の支援体制の向上に努め

ます。 

あり 
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意見の概要 市の考え方（修正がある場合は修正内容） 修正 

５０ページ 施策№２８ 

 認知症も高次脳機能障害も、どちら

も国際疾病分類第 10 版(ICD-10)で

「症状性を含む器質性精神障害

（F0）」に分類される器質性精神障害

です。 

 ふじみ野市第 6 期高齢者保健福祉

計画・介護保険事業計画（平成 27 年

度から平成 29年度）には、早期診断・

早期対応に向けた支援を進め、体制の

整備に努める旨のことが記されてい

ます。そして、ふじみ野市認知症安心

ガイドブック（第１版）には、早期診

断、早期治療の大切さが記され、認知

症に対応できる医療機関が紹介され

ています。 

高次脳機能障害への支援において

も、早期診断、早期治療の体制を医師

会や埼玉県等の関係機関と連携しな

がら構築していくことを主要施策（保

健・医療関連）のところに盛り込んで

下さい。 

 障がいの原因となる疾病を予防・軽減す

るためには、疾病や障がいをできるだけ早

期に発見し、必要な診療や相談・支援につ

なげることが重要であると考えておりま

す。 

 今後においても、関係各課及び関係機関

と連携し、早期発見・早期対応につながる

よう総合的な支援を行ってまいります。 

なし 

５９ページ 施策№４４ 

 私は統合失調症です。２年余り就職

活動をしましたが、就労移行施設へ通

うよう薦められています。生産性の問

題もあると思いますが、企業で働ける

よう、一層の努力をお願いします。 

 第３期ふじみ野市障がい者基本計画の

基本目標４に「雇用・就労の促進」を位置

づけて各施策に取り組んでまいります。 

障害者就労支援センターを中心に、関係

機関との就労支援ネットワークを構築し、

各種就業支援策や職場開拓を行い、障がい

のある人への就労支援及び就労定着支援

に努めます。 

 

なし 
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意見の概要 市の考え方（修正がある場合は修正内容） 修正 

６４ページ 施策№５５ 

 私は毎日、薬はエビリファイを服用

しています。アメリカでも同薬は販売

されていると新聞で知りました。アメ

リカの統合失調症の患者さん達と交

流できたらと思います。（お金もない

し、英語もできないのですが） 

 外国の障がいのある人との交流につき

ましては、予算、人材確保等の課題があり、

現状では実施が難しいと考えます。ご意見

を参考にさせていただきます。 

なし 

７５ページ 第６章 

 資料作成に相当時間を費やした事

と存じますが、用紙使用面積が有効に

利用されていないように感じます。内

容的には優れていると存じますが、も

っと体を動かして対処する事を願い

ます。市民サービスもコスト意識をも

って行動してください。 

ご意見を参考にさせていただきます。 なし 

 


